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令和５年度 学校経営計画・自己評価書       足立区立江北小学校 

校長  武智 勇喜    

１ 学校教育目標 
『 かしこく やさしく しなやかな 江北の子 』（知徳体の涵養） 

人権尊重の精神を基調として、様々な価値・状況の中において「共に生きる」ことを念頭に置き、一人一人の児童に意欲と自信をもたせる教育を推進

する。更に社会貢献できる心身ともに健康で知・徳・体のバランスの取れた教育を提供していくことで自ら考え正しく判断し、社会の変化に主体的かつ

柔軟に対応して生きる児童の育成を目指す。   

その実現のために、令和４年度に統合したことを見据えて、以下のように教育目標を設定する。 

  ○かしこく （創造的に生きる学力） … 自ら考え、正しく判断し、新しさを自由に求める創造性豊かな子 

  ○やさしく （心豊かに生きる活力） … 友達のよさを認め温かい心で接し、互いに励まし合う子 

○しなやか （柔軟に強く生きる体力）… 心身ともに健康で正義感と責任をもち自分の力で柔軟に対応できる子 

２ めざす学校像、児童・生徒像、教師像 

○学校像 

○児童に基礎学力および基礎体力をつけて、その有用性を理解させていける学校 

○児童一人一人が自分自身の思いや願いをしっかりと伝える力をつける学校 

○児童一人一人が活躍する場を創り、粘り強くやり通す力を育成する学校 

○児童・生徒像 

○課題をしっかりと受け止め、解決に向かい自ら考え、学び合える児童 

○相手意識及び規範意識や社会性を身につけた、思いやりのある児童 

○何事も最後まで頑張る気持ちと体力を身につけやり通す、たくましい児童 

○教師像 

○指導力の向上をめざし力量を高めるために、主体的・意欲的に研修に励む教師 

○しっかりとした人権感覚をもち、保護者・地域と協力しながら共有ができる教師 

○児童の実態を分析し児童理解の上に立って、計画的・意図的な実践ができる教師 

３ 学校の現状及び前年度の成果と課題 
≪学校の現状≫ 

○高野小学校との統合を経て 1年が経過した。2校の児童は比較的早くから上手く融合し、今ではどちらの学校の児童だったかわからないくらいに解け

込んでいる。先生たちも当初から和気あいあいと過ごせている。コロナ禍 3年目の今年度は、漸く今までの日常生活を取り戻しつつあり、できることか

ら取り組み、江北スタンダードの確立に努めた。 

≪成果≫  

読書活動や漢字コンテスト・算数コンテストなどの基礎基本の学力向上に力を入れたことから、教員も児童も積極的に取り組み、読書では、1万ペー

ジ達成者が続出し、漢字・算数コンテストでは、毎回満点賞を取る児童が約２５％以上（4人に１人）も出るようになった。 

≪課題≫  

コロナ禍で色々と制限される中、計画していた持久走（3分間走）や長縄の取組が思うように実施できず、体力テストでも目標値を大きく下回った。 
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４ 重点的な 

取組事項 

 内    容 
実施期間（年度） R:令和 

R3 R4 R5 R6 R7 

１ 学力向上アクションプラン（学力） ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 基礎体力の向上（体力） ○ ○ ○   

３ 豊かな心の育成（活力） ○ ○ ○   

４       
 

５ 令和５年度の重点目標 
 

重点的な取組事項－１ 学力向上アクションプラン 

Ａ 今年度の成果目標 
達成基準 

（目標通過率） 
実施結果 

（通過率結果） 
コメント・課題 

達成度 
◎〇△● 

自主学習の定着を図り、自ら進ん
で学ぶ児童の育成 

国語８５％ 算数８５％ 
全体８５％ 

国語 81.5％ 算数 78.4％  
全体 79.9％ 

全体で 80％を切り、算数で目標を 6.6%も下
回った。 

△ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

新
・
継 

アクション 

プラン 

対象学

年 

実施教

科 

頻度・ 

実施時期 

具体的な取り組み内

容 

(誰が、何を、どのよう

に) 

達成確認 

方法 

達成目標 

（＝数値） 
(いつ・何を・どの程度) 

実施結果 コメント・課題 
達成度
◎〇△● 
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１
継
続 

◯読書活動

の充実 

音読・朝読

書・読み聞

かせ         

 

 

 

全学年 

国語 

○年間 
毎週火曜から金

曜の始業前１０

分間  
 

◯読書旬間（６月、

１０月、2月） 

◯夏休み読書、冬休

み読書 

◯読書カードに記

録し、おすすめの本

を紹介する。 

【音読・朝読書】 

・担任が国語力・語

彙力の向上を目

的に、音読カード

（音読）や学校図

書館の書籍や各

自で用意した本

（読みもの）を使

用して実施する。          

【読み聞かせ】       

・開かれた学校作り

協議会の委員、図書

ボランティアの方、

保護者、卒業生、教

職員による読み聞

かせを定期的に実

施。 

 

 

・読んだペー

ジ数、冊数

を読書カー

ドに記録す

る。 

・暗唱テスト

を全校朝会に

て学年（合同

は 2 学級ま

で）ないしク

ラス単位で発

表する。 

 

 

 

 

○年間 10,000

ページを目

指す。達成者

には校長賞

を授与する。 

○教材（音読カ

ード）の暗唱

率 100％を目

指す。 

 

○10,000 ページ達成

者が 1月現在で 名、

100 冊達成者が 名

と昨年度を上回っ

た。 

○音読発表会を全学

年で実施した。全校

朝会にて学年単位で

発表。 

・朝読書をさらに推

奨していく。 

・来年度は音読発表

を学年 2回は実施す

る。 

 

○ 
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２
継
続 

○基礎基本

の学力の定

着 

 

 

全学年

国語 

算数 

○毎月 1 回、年

間 10回の実施 

➀漢字コンテスト

（25問テスト） 

・校長作成の漢字テ

ストで、各回担任に

漢字ドリル等の範

囲を決めて児童に

練習させる。 

➁算数コンテスト 

・算数少人数教員が

計算ドリル等を参

考に作成する。 

 

 

➀漢字コンテ

スト 

・最低でも約

一週間の練習

期 間 を 設 け

る。 

➁算数コンテ

スト 

・ 

 

○100 点を取っ

た児童には満

点賞の賞状を

授与する。全校

朝会にてクラ

ス代表の児童

に賞状を授与

する。 

 

 

○満点賞受賞者が毎

回 100 人を超えるよ

うになった。 

・0点や一桁点しか取

れない児童が固定し

てきた。クラスで見

るだけでなく、学校

全体でみる必要があ

り、放課後などに集

めて、指導する機会

を設定する。 

○ 

３
継
続
・
改
善 

○自主学習

の励行 

セルフ・ス

タディング 

 

 

 

全学年 

○基本は毎日だ

が、学年の実態

に合わせて実施 

・担任が問題解決学

習の一環として、

児童自ら課題を

見つけ、その課題

解決に向けて、自

主的に調べたり

聞いたりして解

決の方向に向か

えるよう指導す

る。 

・宿題以外の取組な

ので、児童によっ

ては負担感を感

じることもある。

無理のないよう

学年で工夫して

取り組む。 

 

・学年で同じ

ノート（30

ページ位）

を使用し、

何冊取り組

めたかで確

認する。 

・基本は毎日

1 ページの

取組にする

が、無理は

しない。 

 

・年間 10 冊を

目標に取り組

む。 

・目標達成児童

には、全校朝

会にて校長賞

を授与する。 

 

・達成できず。 

・宿題に追われ、自

主学習まで手が回ら

ない児童が多い。 

・放課後補充学習を

利用して取り組む。

担任だけでなく、専

科教員も学年の補助

に割り振って取り組

ませたい。 

△ 
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４
継
続
・
改
善 

 

○教師の授

業力向上 

 

 

全教員 

➀若手教員研修 

・月 1回を基本

とするが、場

合によっては

随時招集す

る。 

➁小中連携授業 

・６分科会にて

指導案検討等

に積極的に関

わる。 

➂校内研究 

・国語科の研究 

・各学年、専科、

支援教室、支

援学級の９回

実施し協議会

を設ける。 

・基本教員全員

が公開授業の

実施。 

➃ICT機器の活

用 

・積極的に授業

に取り入れる。 

・外部講師による指

導、助言。 

・指導案の作成 

・定着確認テ

ストを 2 月に

実施 

・学級間の通過

率の差 10 ポイ

ント未満。 

 

○若手教員研修、小

中連携授業、校内研

究授業すべて滞りな

く実施できた。 

○研究授業以外でも

積極的に授業公開す

る中堅教員・若手教

員が増え、授業を参

観してもらった後、

意見交換をし、課題

を改善している。次

の授業に生かしてい

る。 

○すべてのクラスで

ＩＣＴ機器を積極的

に使うようになっ

た。 

・来年度も引き続き

若手研修、小中連携

授業、校内研究授業

を充実させ、教員の

授業力向上を図る。 

・年間通して、同じ

講師の先生に指導い

ただくよう設定す

る。 

○ 

５
継
続 

◯MIM の充

実 

 

 

1年 

国語 
毎月実施 

・職員会議等で取り

組み状況を周知し、

現況を共有する。他

学年へも特に学習

の遅れがちな児童

を中心に実施する。 

 

 

・3 月アセス

メント 

・3 月には 3rd

対象児童をゼ

ロにする。 

・1 月現在、３rd 対

象児童をゼロにでき

ていない。 

・3 月までに３rd 対

象児童をゼロにす

る。 

 

△ 
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６
継
続 

◯ICT の積

極的な活用 

 

 

全学年

全教科 

通常授業や校内

研究授業での積

極的な活用 

・指導者は担任、専

科教員、管理職とす

る。       

・目的は、授業の中

でタブレット等 ICT

機器を使用した授

業を週案簿に明記

するなど積極的に

計画、推進する。 

・週案簿の確

認 

・研究授業で

指導案作成時

に確認 

・全てのクラ

ス、専科授業で

タブレット等

ICT 機器使用の

授業を毎日実

施できるよう

にする。 

○すべてのクラスで

ICT 機器使用頻度が

増えている。 

・週案簿で ICT 機器

使用の様子が確認で

きなかったので、毎

週確認させる。 

○ 

７
継
続 

◯放課後補

充教室（江

北塾） 

 

 

全学年

国語 

算数 

火曜・木曜・金

曜の週 3日間 

【指導者体制】 

・担任、専科、学習

支援員、管理職 

【取り組みのねら

い】 

・つまずきに合わせ

個別、または少人数

で指導。 

・特に読解に力を入

れる。 

【使用教材】 

・ワークベーシック

ドリル等 

 

・７月に４月

実施の区調

査再テスト

の実施 

・１月に現学

年学習内容

の業者テス

トの実施 

・２月に４月

実施の区調

査の１つ学

年上のテス

トの実施 

○７月のテス

トでは、通過

率を 9割以上

にする。 

○２月のテス

トでは、通過

率８５％以

上を目指す。 
 

・1月の業者テストの

結果がまだ出ていな

い。出次第、課題把

握・改善に取り組み、

2 月のテスト通過率

８５％を目指す。 

・4月 7月 1月 2月の

年間 4 回のテストを

見直し、計画的に取

り組む。それぞれ分

析したことを学年で

報告しあい、改善点

克服に向けてしっか

りと話し合って取り

組む。 

△ 

 
 
 

重点的な取組事項－２ 基礎体力の向上 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

体力調査の数値向上 

◯全項目の 60％以上が区の平均を上
回る数値を出す。        

◯体力・運動能力調査で各学年 B評価
以上を 4割、D評価児童をゼロに近
づける。 

・達成基準を大幅に下回った。 
・2 月に 2 回目の体力調査が実施
できていない。 

・見通しをもって計画
し、最低 2 回は実施す
る。 

△ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 
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項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

◯自分の基礎体力・運
動能力を知る 
 
投げる力の向上 
 
 
持久力の向上 
 
 
跳躍力の向上 

 

○体力調査の結果を平
均値５％上げる 
全校児童の 4割が B評価以
上にし、D 評価児童をゼロ
にする。 
○長短縄跳び･持久走に
取り組む児童８０％ 
 
①「反復横跳び」と 

②「立ち幅跳び」で８０％

以上が区平均以上 

◯全国体力・運動能力調査を
年間 2回、6月と 2月に実施
し、成果を検証する。 

◯投力向上の場を日常的に設
定する。 

◯長短縄跳びタイムの期間延
長 

◯持久走に取り組む期間の延
長 
◯授業での取扱 

◯短縄週間の期間延長 

●全国体力・運動能力調査は 6 月

の 1 回のみの実施で終わった。 

○投力向上の場を設定することは

本校の場合無理がありできなかっ

たが、体育の授業にて野球型ゲー

ムを取り入れ投力向上を図った。

○持久走は実施せず、代わりに長

縄旬間を長くとり、持久力・跳躍

力の向上に努めた。 

●体力・運動能力調査

は年間 2 回の実施を試

みる。 

○全身運動である縄跳

びの実施期間をさらに

伸ばす。 

○ 

◯基礎体力・運動能

力の向上を図る 

◯一日 60分の運動量を

目指す 
◯一週間で 420 分の運
動量を目指す 

◯取組カード「こうほくエク

ササイズ」の作成実行 

◯3分間走の実施 

・中休み時間の後半 3分間を

走る。 

・時期のよって種目を変える。 

12月から 2月の期間は、3

分間縄跳びに変更する。 

◯長縄チャレンジへの取組 

・1２月と 2月の 2回全校で実

施する。（体育集会） 
 

●取組カード「こうほくエクササ
イズ」ができなかったので、来年
度の実施に向け、体育主任と連携
して作成する。        
●3分間走は児童数の増加、場所
の確保、気候条件等が合わず、ま
だ実施できていない。来年度に向
けて検討する。        
○長縄チャレンジへの取組は、1
月から 2月にかけて長縄旬間を設
け、全校で実施した。 

・取組カード「こうほ
くエクササイズ」を作
成し、一日 60分の運動
量を確保し、持久力を
養う。 

△ 

○毎日の生活の中

で、健康・安全に過

ごす力を養う。 

○「夕ご飯・早寝・早起
き・朝ご飯」を推進し、
生活習慣の確立を図
る。     

○コオーディネーショ
ン運動の推進を図る。 

○オリンピック・パラリ

ンピックに関する学

習を推進する。 

○生活がんばり表を年３回（5
月・9月・1月）実施し生活
習慣の確立に活用する。 

○コーディネーション運動を
各学年体育の年間計画に取
り入れ実践する。 

○アスリートやスポーツ専門
委員の学校派遣を推進し、運
動能力の向上を図る。 

●「夕ご飯・早寝・早起き・朝ご
飯」を推進したが、遅刻児童が多
く、時間に対しての意識を高めら
れなかった。来年度の検討事項で
ある。 
●生活がんばり表は必要性を感じ
なかったため廃止した。 

・来年度はオリンピッ
ク・パラリンピックイ
アーになるので、各学
年で積極的にオリパラ
に関する授業に取り組
む。 

△ 
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重点的な取組事項－３ 豊かな心の育成 

Ａ 今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

○小中連携の一環として、９年間を通し
て生活習慣の定着を図る 

○地域と共にあいさつ運動の推進を図
る。 

○生活指導を見直し、江北地区のスタ
ンダードを作成する。        

○全員が「場に応じたあいさつ」がで
きる。 

・場に応じたあいさつができる児
童は 3割強にとどまった。 

・自主的に挨拶に取り
組めている児童が６・
７割 
 

○ 

Ｂ 目標実現に向けた取組み 

項目 達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

○場に応じた気持ち

の良いあいさつの実

施 

○誰にでも何処でも気

持ちの良いあいさつを

100%できる。 

○あいさつ運動の全員実施。 
○江北地区全体（学区域）で
の取組とする。学区域の幼
保小中高で連携し、日常的
なあいさつ指導を推進す
る。定期的にあいさつ週間
を設け、その期間は連携校
で一斉に実施する。 

 

○2 年生以上のあいさつ運動への

参加は実施できた。 

江北地区全体での同時開催はまだ

できていない。 

・各学校、各園の生活

指導担当者が集まって

同時期にあいさつ運動

が実施できるように調

整する。 

○ 

○「時間・礼儀・責

任」を重んじ、当た

り前のことが当たり

前にできる児童の育

成 

○学校の生活規律を守

り、けじめのある行動

ができる児童を育成

する。６月までに８割

達成する。 
 

○生活規律の徹底を図り、毎
月定期的に生活指導部を中
心に点検する。 

◯江北地区生活指導における
「江北スタンダード」を作成
する。 

○学校の生活規律を守り、けじめ
のある行動ができる児童が、8 割
強に達成した。 
●江北地区における「江北地区ス
タンダード」の作成は、色々な縛
りがありまだ進んでいない。 

・「江北地区スタンダー
ド」の作成へ向けて検
討を重ねる。 

△ 



 ９ 

○問題解決学習を励

行し、自主的に発表、

表現活動の充実 

○発表、表現活動の充実

８割の達成を前期ま

でに目指す。 

○体験学習、校外学習のまと
めとして発表・表現を伴う
授業を充実させる。 

○学校図書館を利用した調べ

学習を充実させる。 
◯全校での取組とする。 

○発表・表現を伴う授業を、ほと
んどのクラスで充実させることが
できた。 
○図書館の利用率も増えてきた。 

・来年度は 150 周年の
年なので、学校の歴史
や地域との関りなどを
中心にまとめ、発表す
る機会を設ける。 

○ 

  

    

 

６ まとめ 
（１）今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

○今年度は統合 2年目になり、「生活規律・授業規律」における江北スタンダードがほぼ確立できた。 

○先生たちの授業力が確実に向上している。小中連携授業や校内研究、若手研修会等に積極的に参加し、自主的に授業力向上に取り組んでいる。 

●欠席児童が非常に多い。中でも理由がはっきりしない事故欠席の家庭が多い。また、遅刻する児童も非常に多い。学区域が広くなり学校までの距離

が遠いこともあるかもしれないが、遅刻する児童の大半は家庭のルーズなところにあるようだ。本校では遅刻の場合、保護者が付き添って送ってく

ることになっているが、遅刻のほとんどの児童が一人で登校して来る。保護者会や学校からの便りにより、定期的に家庭へ声掛けしていく。 

 

（２）保護者や地域へのメッセージ 

・来年度は、150周年に当たり何かと行事等支援・助言がほしい。 

・地域と連携した行事や催し物を計画・実行する。その時のお手伝いを保護者にお願いしたい。 

 

（３）その他（学校教育活動全般について） 

・家庭学習の充実を図る。家庭の協力が非常に必要である。 

 ・地域の方から江北の歴史を学ぶ機会を多く設ける。 

 

 
 


